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令和6年 第1回定例議会一般質問順番表

3月 25日 (月 )

順番 氏   名 予定時間

1 志 村 幸 司 議員 午前10時～
正午2 上  原  晃 議員

3 相 羽 と し え 議員 午後1時30分～

午後3時30分4 当  真  聡 議員
3月 26日 (火 )

順番 氏   名 予定時間

1 諸 見 里 史 子 議員 午前10時～

正午2 識 名 盛 紀 議員
3 新 垣 真 ― 議員 午後1時30分～

午後3時30分4 我 謝 孟 範 議員
3月 27日 (アk)

順番 氏   名 予定時間

1 古 堅 亮 吉 議員 午前10時～
正午2 徳 田 将 仁 議員

3 松 長 康 二 議員 午後1時30分～
午後3時30分4 船 谷 政 喜 議員

※予定時間は、あくまでも目安です。

※YouTube(ユーチューブ)配信も行つています。



1.志 村 華 司 議員 一般貰間要旨
(1)DX推進について
① 与那原町DX推進計画に基づきDX化を推し進めていると思うが、その進捗
状況を伺いたい。

② 進めて行く上での課題は何か。
また、どのように解決して行こうと考えているか。

③ ITの知識など専門性が求められるため、精度を上げるためには専任チーム
が必要だと思うがいかがお考えか。

(2)新 しい公共交通システムについて
① r衆―境に優 しい公共交通システムとして、次世代型路面電車システムLRTや 、
バス高速輸送システムBRTが 注目されているが、どのように評価しているか
を伺 う。

② 与那原町は脱炭素先行地域に選ばれ、環境問題に対し積極的に取り組む地域
として周りからも注目されている。与那原町でもLRTや BRTの活用に向け
た取り組みができないか。

(3)特殊詐欺への対応について
① オレオレ詐欺など10種類ほどの詐欺を特殊詐欺と呼んでいるが、同詐欺の
沖縄での発生件数が2023年 に48件、金額で約 2億円といずれも前年に対
し倍増している。町民を特殊詐欺から守るために、町として対策に取り組んで

いるか、取り組んでいればその内容を伺う。

② 昨今は、SNS等インターネットを使った詐欺が目立ってきている。オレオ
レ詐欺封策などとは違う対策が求められるが、いかがお考えか。

③ SNS等 インターネットを使った特殊詐欺については、子供たちも被害者に
なりうる。学校としての対策も必要と思うが、どのようにお考えかを伺う。

(4)男女協働について
① 役場内での推進について、2023年 度の取り組みの結果とその評価を伺い
たい。

② 進めて行く上での課題とその解決策を含め、今後の取り組みについて伺う。

答弁を求める者 町長 教育長
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2.土 原 晃 議員 一般質問要旨
(1)ごみ処理施設について
① 新炉建設事業 (白紙撤回)その後の状況はどうなっていますか。
② 最終処分場、今後の取り組みをどうお考えですか。

(2)政治と金について

① 国会議員 (自 民党政権)の裏金問題をどのようにお考えですか。
② 沖縄県選出国会議員へは何をどう期待していますか。

(3)沖縄の米軍基地、自衛隊基地について
① 辺野古新基地の国の代執行判決をどうお考えですか。
② 沖縄県の自衛隊基地の軍備増強をどのようにお考えですか。

答弁を求める者  町長

3. お日 】コと し え 議員 要旨

(1)防災について
① 避難訓練の「質」が問われている。具体的にどのような訓練が必要と考えて
いるのか。

② 昨年の台風 6号では、大潮と満潮が重なって水路の水位が上がり、東浜橋を
越えた先の狭まっている所は、遊歩道に土砂・ヘ ドロがたまり高波が家の前ま

で迫つて避難した。水路に土砂やヘドロがどの程度たまっているのか測量デー

タはとつているのか。今後、台風や津波が来たときの対応は。

③ 能登半島地震でも課題となった二次災害 (災害関連死)を減らす為の準備、
連携、訓練、周知は。特にトイレ、衛生問題の対応が重要。準備と処理方法は。

④ 避難所運営、罹災証明書交付システムなど、迅速な対応をする担当は。また
避難所運営の責任担当は各区に必要だと思うが計画は。

⑤ 被災市町村応援職員確保システムはどのようになっているのか、周囲市町村
との連携は。

⑥ 被災後の「まちの復興ビジョン」は作られているのか。町内事業所の「事業
継続計画」(BCP)はできているのか。
⑦ 第 5次総合計画後期基本計画の町民ができることの中に「防災×脱炭素」と
記されているが具体的にどういうことをするのか。
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(2)脱炭素における「ブルーカーボン」「教育」「ゴミの分別」について
① カーボンニュートラルの一つ「ブルーカーボン」の位置づけを、町としてど
のように考えているのか。

② 脱炭素シンポジウム開催の際、講演者が「幼い頃からガ衆―境に優しい生活の教
育が必要」と述べ、町長も賛同された。第 5次総合計画後期基本計画でも、脱

炭素に関連する勉強会、学校の講習 3件とある。具体的にどのような脱炭素教
育、地域密着型ESDを行うのか。
③ C02を 抑える為にゴミの減量化、分別は必要不可欠。焼却ゴミの中に資源
ゴミとなる「紙と布」が 2分の 1も 占めている。今後MICEや 公有地の建物
が動き出したら、ゴミは倍増すると予測出来る。分別を実行、周知していくこ

とが必須と思われるが。

④ 宮古島市が2010年にメガノーラー実証研究設備として70億円を投入し
たが 4年で終了、その後しばらくパネルが放置され、現在は撤去されている。
本町の場合の維持費、取り替え費、廃棄する場合の予算と廃棄の処理方法は。

(ゴミとならないか)

(3)よ なばるブランドついて
① ブランド推進課はこれまでと何が変わり、具体的にどのようなことを担当す
るのか。

② よなばるブランドとは何で、どう推進し、ブランディングしていくのか。
③ 首里城再建のための「赤瓦」は全て与那原の 3工場が焼き上げている。第 5
次総合計画後期基本計画の目指す課題に「窯業」をあげているが、これまで
まちとして積極的なPRを していない理由は。
④ 大綱曳資料館の資料などが多言語化されるが、世界のウチナーンチュが多い
地域のポル トガル語、スペイン語の予定がないのはなぜか。又、その他の場
所にも多言語化は必要と思うが、いつ実施できるのか。

⑤ 車に頼らない「脱炭素」の観光メニューの創出を目標に掲げているが、具体
的にどんなものなのか。

⑥ 3月 3日 「水辺のフェスタ」において、与那原町初の観光大使の任命を行つ
た。今後、観光大使としてどのような仕事を担っていただくのか。

答弁を求める者 町長 教育長

4_当 重  聡 議員 ―胆質問要旨

(1)北海道浜中町との姉妹提携について
① 今後の浜中町との交流事業はどう考えるか。
② 子どもたちだけではなく、文化及び産業等の交流も考えられないか。
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(2)沖縄県議会選挙について
① 今、県行政に必要な事は何だと考えるか。
② 県行政に必要な事があった場合、町は何をするべきか。
③ 本町より36歳の徳田議員が立候補する予定だが、何を期待するか。

(3)運玉森平和学習広場について
① 360度展望できる有料望遠鏡を設置できないか。
② 入口に無料で使えるグーサン (杖)を 10本ほど置いてほしいが。

答弁を求める者 町長 教育長

5。 諸 見 里 史 子  議員 質問要旨

(1)ラ ンドセルについて

① 那覇市、沖縄市はランドセル以外の通学かばんを自由に選択できる周知をす
る方針であることが分かつた。我が与那原町の考えを伺う。

②  「小 1の壁」について町としてどう考えているか伺う。
③ 性教育について、小 。中学校での教育はどのようになっているか。
④ 親子マネー講座で「お金の大切さ」を親子で学ぶ事について伺う。

(2)医療福祉について
① がん治療に伴う (ア ピアランス)変化に対するケア支援やがん医療ウィッグ
等、乳房切除された場合の補正下着等の購入費を町として助成を行いがん患者
の精神的サポートを図ることに町の見解を伺う。

3)町民の声より
① 庁舎内にATMを設置できないか。
② ATMを導入する費用はいくらか。
③ ATMを設置する際、警備費はいくらかかるか
④ 保育士に就職祝金を出してほしい。
⑤ 人重瀬町の「南の駅やえせ」のような農産物直売所はできないか。

(4)災害時に対してできる
① 私たちが、今やるべ

答弁を求める者  町長 教育長
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6. 言説 盛 紀  議員 質問要旨

(1)令和6年度の管理職の人事について
① 基本的な考え方は。
② 脱炭素事業を強化する体制が必要だと考えるが。
③ 女性管理職の>ュく用についてどう考えているか。

(2)無電柱化推進事業について
① 停電被害、防災被害の軽減、安全な通学路の確保、道路環境を守る対策とし
て必要な場所を調査し無電柱化を推進してはどうか。

② 国土強靭化の予算を活用してはどうか。

(3)老朽化した水道管について
① 法定対応年数 (40年)を超えた水道管の延長は。
② 今後、老朽化した水道管の更新計画が必要と思うが。

(4)県道糸満与那原線について
① 現状とA・ BoC・ D案のどのルートに決まったか。
② 県や南城市との調整はうまくいっているのか。
③ 事業化の予定はいつか。

答弁を求める者  町長 教育長

7.新 垣 真 一般質問要旨

(1)「地域活性化起業人」の制度活用について

① 地域活性化起業人 (企業人材派遣制度)を活用し地域活性化に取り組む自治
体が令和 5年 4月 の時点で 1432市町村ある。この制度について内容がわかれ
ばお伺いします。

② 内容を踏まえた上で木町でも民間企業の専門知識・ノウハウを活用し外部の
視点・民間の経営感覚を得ながら地域活性化ができる、「地域活性化起業人」
の制度活用をできないかお伺いします。

(2)制服の名前刺繍について

① 防犯対策の上から中学校制服の名前刺繍は見直すべきだと思うが見解をお
伺いします。
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(3)出産 。子育て支援について
① 産後ケア事業で訪問型以外のショー トステイ型、デイサービス型等について
は住民の要望を聞きながら検討していきたいとの答弁だつたがその後の進捗

状況は。

② 令和 5年度中に産後健診も近隣市町村の状況を聞きながら実施したいとの
答弁だつたがその後の進捗状況は。

③ 妊婦健診で歯科検診助成についても那覇市、浦添市から聞き取り調査を行い
ながら検討していきたいとの答弁だつたがその後の進捗状況は。

(4)ヤ ングケアラー支援について

① 支援については沖縄県の調査を上台として、どういう調査が追加で必要なの
か関係機関と調整しながら、調査項目、調査手法も検討して来年度中に調査を

実施したいとの答弁だつたが実施内容と結果をお伺いします。

② ヤングケアラーを発見したときの支援体制を5者会議でやるのか別の形で
やるのか、関係課と調整しながら検討を進めるとの答弁だつたが支援体制はど

うなったのかお伺いします。

(5)交通安全対策について
① オリオン通り入り国の信号機を音の出る信号機に変更できないかお伺いし
ます。

答弁を求める者  町長 教育長

3.義 謝 垂 範 議員 一般質問要旨
(1)運玉森頂上の保全について
① 展望台の設置でいくらのコンクリートが使用され重量はいくらか。
② 頂上から数メートル西原町側の尾根の地肌がはだけ崩落しそうな状態であ
るが、どう処置するか。

(2)会計年度任用職員について
① 各課の会計年度任用職員の人数と勤務時間の報告を。
② l日原貝け7時間にしている理由はなにか。
③ 雇用はどのように実施しているか。
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(3)平和と軍備について
① 憲法 9条は何をうたっているか。
② 日米安保条約は、誰のためにあるのか。
③ 政府は仮想敵国を作り国民生活とかけ離れた大軍拡をやっている。
それをどう捉えているか。

答弁を求める者  町長 教育長

9。 古 堅 亮 吉 議員 一般買間要旨

(1)与那原町内の危険箇所について
① 毎年、5月 に開催される民生委員児童委員協議会主催の危険箇所点検で指摘
された危険箇所は、今年度何か所あるのか。

② オリオン通り入口看板の支柱に接触する交通事故があるが、その対応策は。
③ 役場裏 (聖クララ教会付近)の S字カーブで交通事故の危険性があるが、
対応策はどう考えているか。

(2)上与那原区市街地拡大地区可能性事業について
① 進捗状況は。
② 上与那原前の井線工事の進捗状況は。

(3)学校給食時の事故について
① 今年の 2月 に福岡県みやま市の小学校で、うずらの卵をのどに詰まらせて、
小学 1年生が亡くなった事故がありましたが、本町での対策は。

答弁を求める者  町長 教育長

10徳 田 将 仁 議員 一般質問要旨
(1)待機児童について

① 町の待機児童数は。
② 保育士確保に努めていることは。
③ 特にO歳、 1歳児の保育士確保の施策はできないか。

(2)防災行政について
① 能登半島地震で学んだことは。
② 本町で出来ていない課題、早急に取り組むべきもの長期的に取り組む事は。
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(3)商業地域活性化について
① 県有地は、MICEを含めた周辺地域整備が行われると思うが、本町の周辺地
域整備はどう考えているか。

答弁を求める者  町長 教育長

11.松 康 議員 間要旨

(1)ス ポーンツージズムについて
① プロポーザルには何社が参加し、どのような施設の提案があったのか。
② 今年度には企業も決定するとの事だったが、決定した施設は、またその要
因は。

③ 前回の質問でも雇用を含め、経済効果などの質問をしたが、今回の決定で、
本町はどのように試算したか。

(2)コ ミュニティーバスについて
① この 1年間の実証実験を終えて、今後の本町の取り組みかたの考えを伺う。

(3)与那原大綱曳まつりについて
① 本町の今後の考えを伺う。 (予算面や大綱曳まつりの在り方、その他)

答弁を求める者  町長 教育長

12松 谷 政 富 議員 ―催質問要旨

(1)福祉行政について町内 (福祉)バスの継続で買い物難民対策を
① 令和 7年 3月 まで実証実験が延びた。これまでの実証実験で分かった事は。
② 令和 6年度はどの様な運行になりますか。
③ 令和 6年度以降町内福祉バス運行を続けるにはどの様な事が重要になって
きますか。

(2)観光計画の三本柱である「水路」の水質改善を
① 与那原町観光計画の三木柱の一つである水路の水質改善に向けてどの様な
取り組みをしているか。

② いつまでに水質改善をする目標はあるか。

(3)待機児童解消に向けて認可保育園に射する町の関わりについて
① 年度途中で離職する保育園の職員が多くいるが原因は把握しているか。
町も関わつて改善できることはあるか。
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② 認可を受けるときの条件等あれば教えてください。
③ 令和 6年度の園児の受け入れ状況 (待機児童)を教えてください。

(4)与那原町からセージングオリンピック選手を
① 座間味村が、日本セーリング連盟、沖縄県と強化拠点化に向けた連携協定を
結んでいる。

本町も日本セーリング連盟、沖縄県と強化拠点化に向けた連携協定を結んで

はどうか。

答弁を求める者  町長 教育長
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